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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月14日(2012.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　少なくとも１種のウィルス様粒子（ＶＬＰ）と糖ガラスとを含む組成物。
【請求項２】
　前記糖ガラスが単糖および／または二糖からなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記単糖または二糖が、グルコース、ソルビトール、ガラクトース、マンノース、マン
ニトール、トレハロース、マルトース、マルトトリオース、ラクトース、ラクツロース、
およびスクロースからなる群から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ＶＬＰおよび糖ガラスが粉末である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記粉末が、約０．１ｎｍ～約１００ミクロンの間の平均粒径を有する、請求項４に記
載の組成物。
【請求項６】
　前記粉末が、前記糖ガラスを溶解しない非水性溶媒中に懸濁される、請求項４に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記非水性溶媒が、トリアセチン、ミリスチン酸イソプロピル、中鎖トリグリセリド、
短鎖／中鎖／長鎖のモノ／ジ／トリグリセリド、脂肪族および芳香族アルコール、または
これらの組合せからなる群から選択される、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記粉末が、動物に対して経口、吸入により、皮内、鼻腔内、筋内、腹腔内、静脈内、
皮下、または粘膜（例えば舌下または頬側）投与される、請求項４に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のインフルエンザタンパク質を含む、請求項１に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記インフルエンザタンパク質がＨＡまたはＮＡである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のＲＳＶタンパク質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のＶＺＶタンパク質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　少なくとも１種のＶＬＰと糖ガラスとを含む組成物であって、糖ガラスなしの組成物と
比べた場合、前記ＶＬＰが増加した安定性を有する組成物。
【請求項１４】
　前記増加した安定性が増加した熱安定性である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記糖ガラスが単糖または二糖からなる、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記単糖または二糖が、グルコース、ソルビトール、ガラクトース、マンノース、マン
ニトール、トレハロース、マルトース、マルトトリオース、ラクトース、ラクツロース、
およびスクロースからなる群から選択される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記安定化糖ガラスＶＬＰが粉末である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記粉末が、約０．１ｎｍ～約１００ミクロンの間の平均粒径を有する、請求項１７に
記載の組成物。
【請求項１９】
　前記粉末が、前記糖ガラスを溶解しない非水性溶媒中に懸濁される、請求項１７に記載
の組成物。
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【請求項２０】
　前記粉末が、動物に対して経口、吸入により、皮内、鼻腔内、筋内、腹腔内、静脈内、
または皮下投与される、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のインフルエンザタンパク質を含む、請求項１３に記載
の組成物。
【請求項２２】
　前記インフルエンザタンパク質がＨＡまたはＮＡである、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のＲＳＶタンパク質を含む、請求項１３に記載の組成物
。
【請求項２４】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のＶＺＶタンパク質を含む、請求項１３に記載の組成物
。
【請求項２５】
　前記組成物がアジュバントをさらに含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２６】
　ＶＬＰおよび糖ガラスを含む乾燥粉末製剤。
【請求項２７】
　前記糖ガラスが単糖または二糖からなる、請求項２６に記載の乾燥粉末製剤。
【請求項２８】
　前記単糖または二糖が、グルコース、ソルビトール、ガラクトース、マンノース、マン
ニトール、トレハロース、マルトース、マルトトリオース、ラクトース、ラクツロース、
およびスクロースからなる群から選択される、請求項２７に記載の乾燥粉末製剤。
【請求項２９】
　前記粉末が、約０．１ｎｍ～約１００ミクロンの間の平均粒径を有する、請求項２６に
記載の乾燥粉末製剤。
【請求項３０】
　前記粉末が、動物に対して経口、吸入により、皮内、鼻腔内、筋内、腹腔内、静脈内、
または皮下投与される、請求項２６に記載の乾燥粉末製剤。
【請求項３１】
　前記粉末が、投与前に溶媒中で再構成される、請求項３０に記載の乾燥粉末製剤。
【請求項３２】
　前記粉末が、動物に対して、吸入器を用いて吸入により、および／または高圧空気の噴
射を用いて皮下に、投与される、請求項３０に記載の乾燥粉末製剤。
【請求項３３】
　糖ガラスで安定化したＶＬＰを送達するための医薬組成物であって、固形の糖ガラス化
ＶＬＰを溶媒中で再構成して得られる再構成したＶＬＰを含む医薬組成物。
【請求項３４】
　動物に対して、経口、吸入により、皮内、鼻腔内、筋内、腹腔内、静脈内、または皮下
投与される、請求項３３に記載の医薬組成物。
【請求項３５】
　固形の糖ガラス化ＶＬＰを含む、糖ガラスで安定化したＶＬＰを送達するための医薬組
成物であって、吸入および／または注入により投与される医薬組成物。
【請求項３６】
　前記注入が高圧空気の噴射により投与される、請求項３５に記載の医薬組成物。
【請求項３７】
　ＶＬＰの熱安定性を高める方法であって、前記ＶＬＰを糖ガラス中に製剤化することを
含む方法。
【請求項３８】
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　前記糖ガラスが単糖および／または二糖からなる、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記単糖または二糖が、グルコース、ソルビトール、ガラクトース、マンノース、マン
ニトール、トレハロース、マルトース、マルトトリオース、ラクトース、ラクツロース、
およびスクロースからなる群から選択される、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ＶＬＰを含む糖ガラスが粉末である、請求項３７に記載の方法。
【請求項４１】
　前記粉末が、約０．１ｎｍ～約１００ミクロンの間の平均粒径を有する、請求項４０に
記載の方法。
【請求項４２】
　前記粉末が、前記糖ガラスを溶解しない非水性溶媒中に懸濁される、請求項４０に記載
の方法。
【請求項４３】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のインフルエンザタンパク質を含む、請求項３７に記載
の方法。
【請求項４４】
　前記インフルエンザタンパク質が、ＨＡまたはＮＡである、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記ＶＬＰが、少なくとも１種のＲＳＶタンパク質を含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項４６】
　前記ＶＬＰが、ＶＺＶタンパク質を含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項４７】
　前記組成物が、バッファー、担体、保存剤、コロイド安定剤、充填剤、希釈剤、滑沢剤
、両親媒性物質、および安定剤からなる群から選択される少なくとも１種の賦形剤を含む
、請求項１に記載の組成物。
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